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第１回普通選挙の結果は、どうなったか

1928(昭和3)年2月20日、「普通選挙法」による最初の衆議院議員を選ぶ総選挙が行
しゆうぎいんぎいん えら そうせんきよ

われた。貧しい労働者や農民が尊い１票を投ずる日がようやくきたのである。
まず ろうどうしや たつと とう

この総選挙でもっとも注目されたのは、無産政党と呼ばれる社会主義的な政党が、
そうせんきよ むさんせいとう よ

どれだけの票と当選者を獲得するかであ
かくとく

った。

ときの田中義一政友会内閣は、内務大
ぎ い ちせいゆうかい な い む

臣の鈴木喜三郎のもとで、警察を使って
きさぶろう

はげしい選挙干 渉を行い、無産政党の
かんしよう おこな

演説会は、しばしば警察官によって中止
えんぜつかい ちゆうし

を命令された。とくに、無産政党のなか
めいれい

でも、もっとも強く政府に反対する立場をとっていた労農党の大山郁夫委員長などは、
ろうのうとう い く お

10分以上しゃべれることはほとんどなく、ひどいときには、「諸君」といっただけで、
しよくん

警察官から「弁士中止」がかかったことさえあったと、当時の婦人運動員の１人がそ
べ ん し

の思い出を書いている（『大山郁夫伝』）。警察官は、1900(明治33)年にできた

「治安警察法」の第8条や第10条により、集会の解散や演説の中止を命令する権利を
ち あ んけいさつほう かいさん

もっていたのである(※普通選挙法と同時に成立した治安維持法とは別の法律)。
ふ つうせんきよほう ち あん い じ ほう

だから、大山委員長のばあい、ほとんど運動らしい運動ができず、それでもし当選

できるならば、琴平神宮の石の鳥居でも当選できるだろうなどといわれていた。ほか
ことひらじんぐう と り い

の無産政党の候補者も、みな似たような妨害に会い、同じ労農党の山本宣治は、氏名
こうほしや に ぼうがい あ せ ん じ

をなのっただけで中止を命じられたという。

こうして投票日がやってきた。開 票の結果は、政府与党の政友会が217議席、野党
とうひようび かいひよう よ と う せいゆうかい ぎ せ き

の民政党が216議席で、ほぼひとしい勢 力となった。注 目の無産政党は、立候補者8
みんせいとう せいりよく ちゆうもく りつこうほしや

2人のうち8人が当選した。
とうせん

無産政党の当選は、少数であった。しかし、日本の議会の歴史のうえで、はじめて、

労働者と農民の立場に立った衆議院議員が現れたのである。466議席のうち8議席と
あらわ

いうその比率の意義は大きかった。 (家永三郎編『日本の歴史 ６』ほるぷ出版 1984年p.155より)
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